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市税
29億3,957万円
（14.6％）

繰越金
7億6,723万円
（3.8％）

諸収入
6億289万円
（3.0％）

地方交付税
88億5,365万円
（44.1％）

市債
25億3,280万円
（12.6％）

県支出金
14億7,298万円

（7.3％）

その他の依存財源
6億6,148万円

（3.2％）

歳入総額
201億
187万円

自主財源
　　24.5％

依存財源　75.5％

市税
29億3,957万円
（14.6％）

その他の自主財源
6億599万円
（3.1％）

その他の自主財源
6億599万円
（3.1％）

地方交付税
88億5,365万円
（44.1％）

市債
25億3,280万円
（12.6％）

自主財源
　　24.5％

依存財源　75.5％

国庫支出金
16億6,528万円
（8.3％）

国庫支出金
16億6,528万円
（8.3％）

平
成
23
年
度 

市
の
決
算
状
況　

23
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入（
収
入
）は
、

２
０
１
億
１
８
７
万
円
で
し
た
。

　

一
番
多
く
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の

は
、
地
方
交
付
税
の
８８
億
５
３
６
５
万
円

（
44
・
１
㌫
）で
す
が
、
前
年
度
よ
り
３
・

１
㌽
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
２

番
目
に
多
い
の
が
、
市
税
の
29
億
３
９
５

７
万
円（
14
・
６
㌫
）、３
番
目
に
多
い
の

が
、
市
債
の
25
億
３
２
８
０
万
円（
12
・

６
㌫
）で
し
た
。

　
歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
は
、
49
億
１

５
６
８
万
円（
24
・
５
㌫
）で
、
依
存
財
源

が
１
５
１
億
８
６
１
９
万
円（
75・
５
㌫
）

と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
自
主
財
源
が

０
・
４
㌽
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
出（
支
出
）は
１
９
５
億　

４
６
０
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
14
日
か
ら
28
日
ま
で
開
か
れ
た
市
議
会
第
３
回
定
例
会
で
、
平
成
23
年
度

の
一
般
会
計
な
ど
９
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
決
算
の

内
容
を
財
政
の
健
全
度
を
示
す
各
種
指
標
と
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。（
金
額
は
、

１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
）

平成23年度特別会計・企業会計の決算状況
会　計　名 収　入　額 支　出　額

国民健康保険（事業勘定） 36億9,342万円 35億2,984万円
国民健康保険（診療施設勘定） ３億2,178万円 ２億9,632万円
後期高齢者医療 ２億2,863万円 ２億2,719万円
公共下水道事業 ６億6,127万円 ６億3,856万円
農業集落排水事業 10億8,133万円 10億7,091万円
浄化槽事業 4,548万円 4,158万円

水道事業 収益的収支 10億2,242万円 ９億3,213万円
資本的収支 ２億9,119万円 ６億3,175万円

西根病院事業 収益的収支 14億　９３４万円 １３億9,806万円
資本的収支 5,907万円 7,004万円

歳入

▶自主財源＝市が自主的
に収入できる財源
▶依存財源＝国や県から
交付される財源

歳入歳出
前
年
度
に
比
べ
自
主
財
源

比
率
が
０
・
４
㌽
の
減
少

災
害
支
援
や
施
設
建
設
に

伴
う
事
業
の
費
用
が
増
加

02No.161◎2012．11． 8



議会費
2億2,482万円
（1.2％）

労働費
1億9,715万円
（1.0％）

商工費
6億86万円
（3.1％）

災害復旧費
2,526万円
（0.1％）

農林水産業費
12億85万円
（6.1％）

公債費
25億6,834万円
（13.1％）

公債費
25億6,834万円
（13.1％）

歳出総額
195億
4,605万円

総務費
37億7,219万円
（19.3％）

総務費
37億7,219万円
（19.3％）

民生費
45億8,644万円
（23.5％）

民生費
45億8,644万円
（23.5％）

衛生費
15億9,174万円
（8.1％）

衛生費
15億9,174万円
（8.1％）

土木費
19億5,460万円
（10.0％）

土木費
19億5,460万円
（10.0％）

消防費
7億9,951万円
（4,1％）

消防費
7億9,951万円
（4,1％）

教育費
20億2,429万円
（10.4％）

教育費
20億2,429万円
（10.4％）

　
歳
出
の
中
で
最
も
多
い
の
が
、
高
齢
者

や
児
童
、
障
が
い
者
の
福
祉
の
た
め
に
使

わ
れ
る
民
生
費
の
45
億
８
６
４
４
万
円

（
23
・
５
㌫
）
で
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
、

約
４
億
７
千
万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、こ
れ
は
、東
日
本
大
震
災
に
伴
う「
が

ん
ば
ろ
う
岩
手
基
金
」
の
積
み
立
て
な
ど

の
災
害
救
助
に
充
て
る
費
用
や
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計（
事
業
勘
定
）へ
の
繰
り
出

し
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

続
い
て
多
い
の
が
、
総
務
費
の

37
億
７
２
９
万
円（
19
・
３
㌫
）、
次
い
で

公
債
費
の
25
億
６
８
３
４
万
円（
13
・
１

㌫
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
教
育
費
が
前
年
度

と
比
較
し
て
約
５
億
３
千
万
円
増
え
、
20

億
２
４
２
９
万
円（
10
・
４
㌫
）と
な
っ
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
松
尾
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴
っ
て
大
幅

に
増
加
し
た
も
の
で
す
。

　
グ
ラ
フ
に
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
財

政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、

前
年
度
よ
り
０
・
９
㌽
増
え
、
86
・
７
㌫

と
な
り
、
財
政
力
指
数
は
０
・
１
㌽
減
の

０
・
29
と
な
り
ま
し
た
。財
政
力
指
数
は
、

地
方
交
付
税
交
付
金
の
支
給
に
関
わ
っ
て

い
て
、
一
部
の
市
町
村
以
外
は
、
１
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
一
層
の
経
費
削
減
な

ど
に
努
め
、
効
率
的
で
無
駄
の
な
い
行
財

政
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
長
公
室
財
政
係

（
☎
・
内
線
１
２
１
７
）ま
で
。

　

財
政
の
健
全
度
を
示
す
指
標

❶
実
質
赤
字
比
率　
一
般
会
計
な
ど
税

金
が
主
な
収
入
源
の
会
計
収
支
が
、
標

準
財
政
規
模（
※
）に
占
め
る
赤
字
の
割

合
。
本
市
は
実
質
黒
字
な
の
で
、
該
当

は
あ
り
ま
せ
ん
。

❷
連
結
実
質
赤
字
比
率　
企
業
会
計
を

含
む
全
会
計
の
赤
字
額
が
、
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
。
本
市
は
実
質
赤

字
や
資
金
不
足
の
会
計
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❸
実
質
公
債
費
比
率　
地
方
債
の
償
還

金
を
標
準
財
政
規
模
で
割
っ
た
も
の
。

本
市
は
前
年
度
よ
り
１
・
４
㌽
低
い

13
・
０
㌫
で
す
。

❹
将
来
負
担
比
率　
現
在
抱
え
て
い
る

負
債
の
大
き
さ
を
標
準
財
政
規
模
で

割
っ
た
も
の
。
本
市
は
、
前
年
度
よ
り

12
・
２
㌽
低
い
29
・
４
㌫
で
す
。

❺
資
金
不
足
比
率　
下
水
道
な
ど
公
営

企
業
の
資
金
不
足
を
事
業
の
規
模
と
比

較
し
た
も
の
。
本
市
は
該
当
な
し
。

※
標
準
財
政
規
模
と
は

　

市
が
、
標
準
的
な
状
態
で
通
常
収

入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
経
常
的
一
般
財

源
の
規
模
を
示
す
も
の
で
す
。
標
準

税
収
入
な
ど
に
普
通
交
付
税
を
加
算

し
た
額
。
財
政
の
指
標
と
な
る
❶
か

ら
❺
ま
で
の
比
率
を
計
算
す
る
た
め

の
分
母
と
な
る
重
要
な
数
字
で
す
。

23
年
度
の
市
の
標
準
財
政
規
模
は
、

１
２
３
億
７
１
７
１
万
円
で
す
。

歳出

03



人事行政
運営状況

１　職員の任免および職員数の状況

（１）　職員数の状況（各年４月１日現在）

部　門
職員数

前年度比
２4年 ２3年

一般行政部門 266人 273人 －７人
教育部門 42人 38人 ４人
公営企業等部門

（水道・病院など） 76人 75人 １人

合　計 384人 386人 －２人

（２）　採用と退職の状況（23年度）
採用者数 退職者数

９人 14人

（３）　定員適正化計画の状況
20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

目標 ４２６人 413人 399人 ３８９人 383人 373人
実績 426人 413人 397人 386人 384人 －

２　勤務時間などの勤務条件や分限・懲
　戒処分、福利厚生などの状況

（１）　勤務時間の状況（24年４月１日現在）

１週間の
勤務時間

勤務時間の割り振り
勤務時間 休憩時間

38時間45分
（１日７時間45分）

午前８時半から
午後５時１５分まで

正午から
午後 １ 時まで

（２）　年次休暇の取得状況（23年）
与えられる日数 １人当たりの平均取得日数
１年につき２０日 12.3日

（３）　育児休業などの取得状況（23年度）
区　分 男　性 女　性 合　計

育児休業 ０人 ８人 ８人
部分休業 ０人 １人 １人
介護休暇 ０人 ０人 ０人

＜育児休業＞
　３歳未満の子どもを育てる場合、その子が３歳にな
るまで取得することができる。
＜部分休業＞
　小学校に就学前の子どもを育てるために、勤務時間
の一部（１日２時間以内）を休業することができる。
＜介護休暇＞
　２週間以上介護が必要な状態となった家族を介護す
るため、６カ月の期間内で取得することができる。

　市職員の人数や給与など、市の人事行政の運営
状況を公表します。詳しくは、市役所総務課行政
係（☎・内線1224）まで。

（４）　分限・懲戒処分の状況（23年度）

分 限
処 分

休　職 降　任 免　職 合　計
３人 ０人 ０人 ３人

懲 戒
処 分

戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計
６人 １人 ０人 ０人 ７人

＜分限処分＞
　病気などのために職務を十分に果たせない場合な
ど、公務の能率を維持するために行う処分
＜懲戒処分＞
　道路交通法違反をはじめとする法令違反などがあっ
た場合、規律と秩序を維持するために行う処分

（５）　公務災害の認定状況
公務災害 通勤災害 合　計

２件 ０件 ２件

（６）　健康診断の実施状況（２３年度）

項　目
実施状況

対象者数 受診者数 受診率
循環器系検診 ３８７人 ３８０人 98.19％
胃がん検診 ３０７人 １９４人 63.19％
婦人検診 １４４人 ７９人 54.86％
大腸がん検診 ３０８人 ２３２人 75.32％
前立腺がん検診 ８７人 ８１人 93.10％
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３　職員の給与の状況

（１）　人件費の状況（23年度一般会計決算）
歳出額 人件費 人件費率

195億4,605万円 30億646万円 15.4％

（３）　ラスパイレス指数の状況
区　分 23年度 22年度

八幡平市 93.4 93.3
全国市平均 98.8 98.8

＜ラスパイレス指数＞
　国家公務員の給与水準を「100」とした場合の給与
水準を表す指数

（４）　平均年齢・平均給料月額の状況
（24年４月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額
一般行政職 42.9歳 31万4,048円
技能労務職 44.5歳 29万　250円

（５）　初任給と経験年数・学歴別の平均給与月額
（24年４月１日現在）

区　分
一般行政職 技能労務職

大学卒 高校卒 高校卒
初任給 16万1,600円 14万   100円 13万7,200円
経
験
年
数

10年 24万6,700円 21万   400円 20万7,500円

15年 29万5,500円 25万2,800円 25万1,400円

20年 32万7,000円 30万2,500円 27万5,000円

（６）　期末・勤勉手当の支給状況（23年度）
　民間企業のボーナスに当たる。

区　分 ６月期 12月期 合　計
期末手当 1.225カ月分 1.375カ月分 2.60カ月分

勤勉手当 0.675カ月分 0.675カ月分 1.35カ月分

（７）　退職手当の状況（24年4月１日現在）

勤続年数
支給率

自己都合 勧奨・定年
20年 23.50カ月分 30.55カ月分
25年 33.50カ月分 41.34カ月分
35年 47.50カ月分 59.28カ月分

限度額 59.28カ月分 59.28カ月分

（８）　時間外休日勤務手当の支給状況（23年度）
　民間企業の残業手当に当たる。

区　分 支給総額 １人当たり
     支給年額

23年度 7,230万9,000円 21万2,000円
22年度 8,251万1,000円 23万4,000円

（9）　その他手当の状況（24年４月１日現在）
区　分 内　容

扶養手当

主として職員の扶養を受ける親族がいる職
員に支給
・配偶者＝月額13,000円
・配偶者以外＝月額1人6,500円（配偶者が
いない場合は1人目のみ月額11,000円）
※16～22歳の子は5,000円加算

住居手当 賃貸住宅に住んでいる職員に支給
・賃貸住宅＝家賃に応じて月額27,000円以内

通勤手当 片道２㌔以上の通勤距離で、交通機関の利
用または自動車などを使用する職員に支給

（10）　特別職の報酬など（24年4月１日現在）
区　分 給料・報酬（月額） 期末手当
市　長 75万2,700円

６月期＝1.40カ月分
12月期＝1.55カ月分

計　2.95カ月分

副市長 60万1,400円
議　長 35万1,000円
副議長 28万4,100円
議　員 27万1,000円

（２）　給与費の状況（23年度一般会計決算）

給与費計
17億8,708万円

（職員数323人）

給料
11億8,616万円

（66.4％）

期末・勤勉手当
４億2,732万円

（23.9％）

その他手当
１億7,360万円

（9.7％）

※職員数は一般会計に所属する人数
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J
R
花
輪
線
北
森
駅
移
設
に
係
る

基
本
協
定
を
締
結
し
事
業
を
開
始

田
山
・
安
代
中
学
校
統
合
協
議
会

統
合
に
伴
う
要
望
書
を
市
へ
提
出

国道側からの庁舎、交通広場、自由通路、
ホームのイメージ

小山田保典会長（右）からの
要望書を受け取る田村市長

　
「
第
61
回
母
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」（
厚
生
労
働
省
、

日
本
歯
科
医
師
会
共
催
）で
、
工

藤
友
紀
さ
ん
、
隆
聖
ち
ゃ
ん
親
子

（
南
平
笠
）が
、
全
国
で
６
組
の
優

秀
者
の
う
ち
の
１
組
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
２３
年
度
に
３

歳
児
歯
科
健
康
診
査
を
受

診
し
た
幼
児
と
母
親
、
約

98
万
６
千
組
が
対
象
。
各

都
道
府
県
の
審
査
で
１
位

と
な
っ
た
親
子
か
ら
、
優

秀
者
が
選
ば
れ
ま
す
。

　
虫
歯
が
無
い
だ
け
で
は

な
く
、
生
活
習
慣
が
良
い

と
い
う
基
準
か
ら
も
選
ば

れ
、
受
賞
し
た
隆
聖
ち
ゃ

ん
は
、「
賞
状
を
も
ら
え

て
う
れ
し
い
」
と
自
慢
の

歯
を
の
ぞ
か
せ
、
笑
顔
を

見
せ
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
、
田
山
中
学

校
・
安
代
中
学
校
統
合
協
議

会
の
小
山
田
保
典
会
長
ら
８

人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
25
年

４
月
の
田
山
中
学
校
と
安
代

中
学
校
の
統
合
に
伴
う
要
望

書
を
田
村
市
長
へ
提
出
し
ま

し
た
。

　

要
望
項
目
は
、
新
し
い
制

服
購
入
に
対
す
る
補
助
や
時

間
帯
に
配
慮
し
た
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
な
ど
、
５
項
目

で
す
。

　
な
お
、
市
内
の
学
校
統
合

の
動
き
と
し
て
は
、
25
年
４

月
に
東
大
更
小
が
大
更
小
に

統
合
と
な
る
ほ
か
、
平
笠
小

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
学
校

の
在
り
方
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
北
森

駅
の
移
設
に
つ
い
て
、
約
２

年
半
に
わ
た
り
東
日
本
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
と
協
議
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
合
意
に
達
し
、
10
月
23
日

に
、
北
森
駅
移
設
に
係
る
基

本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
駅
移
設
に

関
す
る
実
施
設
計
を
行
っ
た

後
、
工
事
に
着
手
し
、
平
成

27
年
春
ご
ろ
の
駅
開
業
を
目

指
し
ま
す
。

　

新
庁
舎
に
併
設
す
る

「
結
の
ひ
ろ
ば
」と
、
国
道

２
８
２
号
か
ら
庁
舎
へ
の
連

絡
を
容
易
に
す
る
交
通
広
場

と
自
由
通
路
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
で
、
駅
利
用
の
利
便

性
を
高
め
、
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
の

利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
概
算
工
事
費
は
、
駅
移
設

工
事
の
ほ
か
、
自
由
通
路
の

建
設
工
事
な
ど
を
合
わ
せ

て
、
約
５
億
５
千
万
円
を
見

込
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
協
議
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

仙
木
裕
さ
ん
が
建
設
マ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
る

る
仙
木
裕ひ
ろ
し

さ
ん（
関
口
）が
、
優

秀
施
行
者
国
土
交
通
建
設
大
臣

顕
彰
者（
建
設
マ
ス
タ
ー
）に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
建
設
マ
ス
タ
ー
は
、
建
設
現

場
で
工
事
施
工
に
直
接
従
事

し
、
優
秀
な
技
能
・
技
術
を
有

す
る
人
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

藤
根
建
設
㈱（
代
表
取
締
役

社
長
・
藤
根
俊
一
）に
勤
務
す 仙木 裕 さん

田村正彦市長（左）に受賞の報告をする
工藤友紀さん（右）と隆聖ちゃん

母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

市
内
親
子
が
優
秀
者
に
選
ば
れ
る
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食
の
安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め

適
正
な
牧
草
の
焼
却
を
行
い
ま
す

　
食
の
安
全
確
保
の
た
め
に
県

が
行
っ
た
牧
草
の
放
射
性
物
質

検
査
に
よ
り
、
国
お
よ
び
県
の

定
め
た
基
準
値
を
上
回
っ
た
牧

草
の
利
用
自
粛
が
、
現
在
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
は
、
１
㌔
㌘

当
た
り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
超

過
し
た
牧
草（
搾
乳
牛
用
の
牧

草
に
つ
い
て
は
１
㌔
㌘
当
た

り
50
ベ
ク
レ
ル
を
超
過
し
た
も

の
）を
一
般
廃
棄
物
と
し
て
、

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
処
理

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
焼
却
に
先
立
ち
、
試
験
焼

却
を
行
い
、
焼
却
灰
の
放
射

線
濃
度
が
、
国
の
基
準（
１
㌔

㌘
当
た
り
８
千
ベ
ク
レ
ル
）を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

て
、
本
焼
却
を
25
年
３
月
ま
で

実
施
し
ま
す
。処
理
期
間
中
は
、

放
射
線
濃
度
を
定
期
的
に
検
査

し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
農
政
課

畜
産
係（
☎
・
内
線
１‌

２‌

７‌

１
）

ま
で
。

表 １　食材と検査月日一覧
食材名 検査月日 地域など

シイタケ ９月27日 西根・松尾
ナス ９月27日 安代
リンゴ 10月４日 西根・松尾
長ネギ 10月11日 西根・松尾
ダイコン 10月11日 安代
サツマイモ 10月18日 西根・松尾
キャベツ 10月18日 安代
カボチャ 10月25日 西根・松尾
ハクサイ 10月25日 安代 本焼却に向け準備を進めています

　
第
65
回
岩
手
芸
術
祭
文
芸
祭
の

俳
句
大
会
が
10
月
13
日
、
県
公
会

堂
で
開
か
れ
、
最
高
賞
で
あ
る
文

芸
祭
賞
に
伊
藤
紫
水
さ
ん（
中
郡
）

の
作
品「
一
穂
を
噛
み
て
稲
刈
る

日
を
定
む
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
俳
句
大
会
で
は
今

回
が
初
受
賞
で
す
。

　

ま
た
、
同
大
会
の
奨
励
賞
に

佐
々
木
一
夫
さ
ん（
町
組
）の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
部
門
で
の
受
賞
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
第
65
回
岩
手
芸
術
祭
映
像
部
門

▽
奨
励
賞　
「
あ
ら
た
な
家
族
と

さ
ん
ぽ
」　

小
野
寺
久
夫（
荒
木

田
）

　
市
の
魅
力
を
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
配
信
す
る

「
八
幡
平
Ｆ
Ａ
Ｎ
」
が
10
月
５
日
、

大
更
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
５
人
が
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
通
し
て
、
市
の
魅
力
を

発
信
し
ま
す
。
毎
週
土
曜
午
後
５

時
25
分
か
ら
、
岩
手
め
ん
こ
い
テ

レ
ビ
で
ミ
ニ
番
組「
八
幡
平
探
訪
」

を
放
送
す
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
動
画
も
公
開
し
ま
す
。

第
65
回
岩
手
芸
術
祭
俳
句
大
会
で

伊
藤
さ
ん
が
文
芸
祭
賞
を
初
受
賞

市
の
魅
力
を
テ
レ
ビ
と
ネ
ッ
ト
で

紹
介
す
る「
八
幡
平
F
A
N
」開
設

伊藤 紫水 さん市の自然や観光をPRします

小
・
中
学
校
の
給
食
食
材
を
検
査

引
き
続
き
放
射
性
物
質
は
不
検
出

　
市
は
、
小
・
中
学
校
の
給
食

食
材
に
つ
い
て
、
放
射
性
物
質

濃
度
の
検
査
を
外
部
機
関
に
依

頼
し
て
い
ま
す
。

　
食
材
名
と
検
査
月
日
は
表
１

に
示
す
と
お
り
で
、
い
ず
れ

の
食
材
か
ら
も
放
射
性
物
質

（
ヨ
ウ
素
１
３
１
、
セ
シ
ウ
ム

１
３
４
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
）

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

（
※
）。

　

詳
し
く
は
、
西
根
地
区

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
☎

７
０
・
１
１
１
７
）
ま
で
。

※
検
出
さ
れ
な
い
と
は
、
放
射

性
物
質
が
存
在
し
な
い
、
ま
た

は
検
出
限
界
以
下
の
こ
と
を
表

し
ま
す
。
検
出
限
界
は
、
ヨ
ウ

素
１
３
１
が
１
㌔
㌘
あ
た
り
20

ベ
ク
レ
ル
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
４

お
よ
び
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
が
１

㌔
㌘
あ
た
り
10
ベ
ク
レ
ル
で
す
。
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もっと地域に親しみを
２つの道路の愛称を募集 ●詳しくは

市役所商工観光課観光振興係（☎・内線1262）
　
現
在
、
市
内
に
は
「
八
幡
平
ア
ス

ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
」
や
「
安
比
・
兄
川

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
」
な
ど
の
愛
称
が

付
け
ら
れ
た
道
路
が
あ
り
ま
す
。

　
市
は
、
さ
ら
に
地
域
や
道
路
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
２
つ

の
道
路
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　
24
年
11
月
８
日
㈭
か

ら
30
日
㈮
ま
で　
※
30
日
㈮
必
着

■
愛
称
を
募
集
す
る
路
線

❶
安
比
高
原
～
ま
っ
ち
ゃ
ん
市
場

（
市
道　
安
比
線
、
前
森
山
１
号
線
、

長
者
屋
敷
線
、
中
沢
前
線
、
畑
前
森

線
）

❷
西
根
寺
田
～（
田
代
平
高
原
）～
繋

沢
線（
県
道　

葛
巻
日
影
線
、
田
代

平
西
根
線
）

■
応
募
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
愛
称
と
そ
の
理
由
を
、
フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
応
募
く

だ
さ
い
。

■
応
募
先　

市
役
所
商
工
観
光

課
観
光
振
興
係（
フ
ァ
ク
ス
＝

７
５
・
０
４
６
９
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
＝ｓ

ｈ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
ｋ
ａ

@
ｃ

ｉ
ｔ
ｙ

．ｈａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ａ

ｉ

．ｌｇ

．ｊｐ

）

■
愛
称
の
選
定　
１
路
線
に
つ
き
、

１
人
を
選
出
。
選
ば
れ
た
人
に
は
、

記
念
品
な
ど
を
贈
呈
し
、
結
果
は
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
商
工
観
光
課
観
光
振

興
係（
☎
・
内
線
１
２
６
２
）ま
で
。

30

277

松松

場場

2

1

TT

二ツ森二ツ森

愛称を募集する路線の概要図

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生

お
よ
び
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
第
２
回
自
衛
官
候
補
生

■
応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
男
子

■
募
集
期
間　
24
年
11
月
12
日
㈪

か
ら
22
日
㈭
ま
で

■
試
験
期
日　

24
年
12
月
８
日

㈯
、
９
日
㈰

◎
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

徒
、
推
薦
お
よ
び
一
般
受
験
者

■
受
験
資
格　
平
成
８
年
４
月
２

日
か
ら
10
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
中
学
校
卒

業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
の
前

期
課
程
修
了
者（
25
年
３
月
に
中

学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

の
前
期
終
了
見
込
み
の
者
を
含

む
）

■
募
集
期
間

▼
推
薦　
24
年
11
月
１
日
㈭
か
ら

12
月
７
日
㈮
ま
で

▼
一
般　
24
年
11
月
１
日
㈭
か
ら

25
年
１
月
７
日
㈪
ま
で

■
試
験
期
日

▼
推
薦　
25
年
１
月
12
日
㈯
か
ら

14
日
㈷
の
間
の
指
定
す
る
１
日

▼
一
般　
25
年
１
月
19
日
㈯

　
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
地

域
安
全
係（
☎
・
内
線
１
１
２
２
）、

ま
た
は
自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力

本
部
・
盛
岡
募
集
案
内
所（
☎

０
１
９
・
６
４
１
・
５
１
９
１
）

ま
で
。

自衛官を志望する人は
募集期間を確認ください ●詳しくは

市役所市民課地域安全係（☎・内線1122）
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各課からのHOT LINE

皆さんはご存じですか
地域農業マスタープラン ●詳しくは

市役所農業振興支援センター（☎・内線1291）
　
市
の
農
業
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
と
い
っ

た
集
落
や
地
域
が
抱
え
る「
人
と
農
地

の
問
題
」に
よ
っ
て
、
５
年
後
、
10
年

後
の
集
落
の
展
望
が
描
け
な
い
地
域
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
農
家
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
３
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
今
後
の
経
営
に
つ
い
て（
表

１
参
照
）、５
割
強
の
人
が「
現
状
維
持
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
３
割
強
の
人

は
規
模
を
縮
小
す
る
方
向
で
考
え
て
い

る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
集
落
の
農
業
に
つ
い

て（
表
２
参
照
）は
、「
問
題
な
い
」
と

回
答
し
た
人
は
４
㌫
で
、「
耕
作
放
棄

地
が
進
む
」「
高
齢
化
が
進
む
」「
中
心

経
営
体
が
い
な
い
」「
い
な
く
な
る
」

　
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
、
市
が
正
式
に

「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
決

定
す
る
と
、
条
件
は
付
き
ま
す
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
プ
ラ
ン
作
成
の
メ
リ
ッ
ト
》

❶
青
年
就
農
給
付
金（
経
営
開
始
型
）

　
農
業
を
始
め
て
か
ら
経
営
が
安
定
す

る
ま
で
、
年
間
１
５
０
万
円（
最
長
５

年
間
）
を
給
付
し
ま
す
。

❷
農
地
集
積
協
力
金(

協
力
面
積
に
よ

り
協
力
金
を
交
付)

❸
農
地
の
集
積（
貸
し
付
け
な
ど
）に
協

力
す
る
場
合
に
、
出
し
手
に
協
力
金
を

交
付
し
ま
す
。

❹
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金（
農
業
制
度
資
金
）

な
ど
地
域
の
農
業
に
対
し
て
不
安
を
抱

い
て
い
る
人
が
大
半
を
占
め
ま
し
た
。

　
地
域
農
業
を
守
る
プ
ラ
ン
を
作
成

　
今
後
の
農
業
の
担
い
手
の
確
保
を
ど

う
す
る
か
、
農
地
を
守
る
た
め
に
ど
う

す
れ
ば
良
い
か
、
大
切
な
地
域
の
農
業

農
地
を
守
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
地
域

で
も
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
実
行
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て「
人
と
農
地
の
問
題
」

を
解
決
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
現
在
、集
落
単
位
を
基
本
に
、

青
年
就
農
給
付
金
対
象
者
が
い
る
集
落

を
優
先
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
プ

ラ
ン
作
成
を
支
援
中
で
す
。

　
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
ま
た
、
市
は
、
優
先
す
る
集
落
に
続

い
て
、各
集
落
で「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
を
作
成
す
る
た
め
、
今
後
、

座
談
会
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

地域で農業の問題を話し合ってみましょう

その他

離農

全て貸し出す

経営縮小

一部委託

全て委託

現状維持

規模拡大

６％

55％

２％

６％

９％

12％

７％

３％
表１　今後の経営について

その他

転出が進む

高齢化が進む

中心経営体が
いなくなる

中心経営体が
いない

耕作放棄地が
増加

問題ない

４％

29％

11％
10％

37％

８％

１％

表２　今後の集落の農業について

の
当
初
５
年
間
実
質
無
利
子
化(

認
定

農
業
者
対
象)

❺
規
模
拡
大
加
算
の
面
的
要
件
緩
和

　
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
の
規
模

拡
大
加
算
の
面
的
要
件
を
大
幅
に
緩
和

し
ま
す
。

　

随
時
見
直
し
を
す
る
こ
と
も
可
能

　
「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は

平
成
24
年
度
か
ら
２
年
間（
平
成
25
年

度
完
了
）
で
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
て
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
見
直
し
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
市
農
業
振
興

支
援
セ
ン
タ
ー
内
、
農
業
再
生
協
議

会（
☎
７
６
・
２
１
１
１
、
フ
ァ
ク
ス　

７
５
・
１
６
３
５
）ま
で
。

・　どのような経営体が中心となって地域農業を引っ
　張っていくのか？
・　どうやってその中心となる経営体に農地を集めて
　いくのか？
・　青年就農者をどのように地域に定着させていくの
　か？

　「地域農業マスタープラン」＝「地域の未来の設計図」
を作成します。

　「人と農地の問題」を真剣に考えるため、それ
ぞれの集落で話し合いを行います。

マスタープラン作成までの流れ
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八
幡
平
山
賊
ま
つ
り
が
、
10
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
、
さ
く
ら

公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
の
代
表
的
な
催
し
で
あ
る
山
賊
ま
つ
り
に
は
、
３
日
間
で
約

３
万
５
千
人
が
来
場
し
、
秋
の
八
幡
平
を
満
喫
し
ま
し
た
。
ま
つ

り
で
は
、
市
内
外
の
特
産
品
の
販
売
、
保
育
所
の
園
児
や
小
・
中

学
校
の
児
童
、
生
徒
に
よ
る
舞
台
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、ゲ
ー
ム
大
会
や
八
幡
平
サ
ー
モ
ン
の
つ
か
み
捕
り
、ジ
ャ

ン
ボ
ド
ッ
グ
早
食
い
競
争
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
多
く
の
人
が
参
加

し
、
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 見て、食べて、参加して

八幡平山賊まつり

　１＿ずらっと並ぶ屋台に大勢
　　の人が訪れました
　２＿八幡平ポークを使った
　　ジャンボドッグをガブリ
　３＿岩鷲護神ハチマンタイ
　　　ラーが、悪者を退治
　４＿サーモンを逃がさないよ
　　う両手でガッチリ
　５＿園児の「はっちゃん音頭」
　　で会場は和やかな雰囲気に

１

２ ３

４

５
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

Sports

◎
第
20
回
東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

大
会
岩
手
県
予
選
会（
10
月
６
、７
日
、

安
比
高
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

◇
14
歳
以
下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
❸
祖
利

目
大た

い
晟せ
い（
寄
木
小
６
年
）

◇
12
歳
以
下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
❶
高
橋

優
実（
寄
木
小
５
年
）

◎
第
49
回
全
国
聾
学
校
陸
上
競
技
大
会

（
10
月
６
、７
日
、
大
阪
府
・
長
居
陸
上

競
技
場
）

◇
男
子
１
部
▽
２
０
０
㍍
❹
関
口
秀
伸

（
盛
岡
聴
覚
支
援
学
校
３
年
、
下
町
２

区
）
▽
４
０
０
㍍
❺
関
口
秀
伸

◎
第
12
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
10
月
13
、
14
日
、
岐
阜
県
・
岐
阜
メ

モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
長
良
川
競
技
場
）

◇
男
子
１
部
▽
１
０
０
㍍
❸
関
口
秀
伸

▽
２
０
０
㍍
❹
関
口
秀
伸

障害物をクリアしながらゴールを目指しました

障害物越えゴール目指す
６回フィールドＸ

クロス
レース

　第６回フィールドＸレースが９月30日、市総
合運動公園多目的運動場で開かれました。
　このレースは、30種類以上の障害物が置か
れたコースを走る競技で、個人や家族ペアなど
計１５部門に約370人が出場。泥を気にせず走る
人や子どもにせかされるお父さんなど、多くの
ランナーがゴールを目指して奮闘しました。

◎
第
9
回
西
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
交
流
大
会

（
10
月
13
日
、
市
総
合
運
動
公
園
体
育

館
な
ど
）

▽
1
部
❸
松
尾
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
▽
３
部
❷
田
頭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◎
東
北
高
校
選
抜
相
撲
大
会（
10
月
14

日
、
福
島
県
・
郡
山
相
撲
場
）

◇
個
人
▽
階
級
別
１
０
０
㌔
以
上
級
❷

松
浦
智
哉（
平
舘
１
年
）

◎
東
北
高
校
新
人
大
会

■
カ
ヌ
ー（
10
月
20
日
、
福
島
県
・
阿

武
隈
漕
艇
場
）

◇
男
子
▽
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
５
０
０

㍍
❼
齊
藤
弘
希（
不
来
方
２
年
、
安
代

中
卒
）

◎
第
６
回
伊
藤
杯
サ
マ
ー
フ
ァ
イ
ナ
ル

大
倉
山
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会（
10
月

21
日
、
北
海
道
・
大
倉
山
）

▽
男
子
❶
小
林
潤
志
郎（
東
海
大
３
年
、

松
尾
中
卒
）

松尾バレーボールスポーツ少年団の団員
とコーチ。近年の大会で好成績を収め、
初の県選抜チームにも選ばれるなど、
これからの活躍も期待されます

小林潤志郎さん。
今季のワールドカッ
プジャンプ男子序盤
戦の遠征メンバーに
選出されました

関口秀伸さん。昨年
はリレーのメンバーと
して全国優勝を経験。
ことしは個人種目で
のメダルを獲得しま
した

高橋優実さん（左）と祖利目大
晟くん。25年３月に宮城で行
われる東北春季ジュニアテニ
ス大会に出場します

松 浦 智 哉 さ ん。
東北でも指折り
の実力を大会で
見事に発揮しま
した
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1212まで。

各校とも豊かな音を表現
市小学校音楽発表会

　市小学校音楽発表会が10月11日、市総合運動公園体
育館で開かれました。
　発表会には、市内１１校、約550人の児童が参加。合
唱や合奏、鼓笛、吹奏楽など２３曲目が発表され、今ま
で練習をしてきた成果を十分に発揮しました。講師と
して招いた赤沼利加さん（キャラホール少年少女合唱
団・指導者）は、各小学校の良かった点をひとつひと
つ挙げ、「とてもいい時間を一緒に過ごせました」と、
微笑みながら子どもたちに語りかけました。

食欲の秋をみんなで満喫
八幡平紅葉まつり

　八幡平紅葉まつりが10月13、14の両日、フォレスト
アイ駐車場で開催されました。
　まつりでは、各種屋台やフリーマーケットが並んだ
ほか、チェーンソーアートの実演や丸太早切り競争、
ジャンボドックの早食い競争が行われました。また、
一関の「祝いもちつき振舞隊」と来場者が一緒に餅つき
を行い、出来上がった餅の配布には長蛇の列ができま
した。飛び入り参加で踊りを披露する人も現れ、会場
は大いに盛り上がりを見せました。

名誉市民の江間章子さん生誕100周
年を控え碑文前で歌唱（10月１日、
ポエトリーガーデン）

宮古市の田老地区体育大会に市から
も多くの人が参加しました（10 月
７日、田老第一中学校）

趣向を凝らした発表も見どころのひとつでした

会場のちびっ子たちも餅つきをお手伝い

素晴らしい作品がズラリ
市芸術祭

　市芸術祭の作品展示と舞台発表が、10月27、28の両
日、松尾地区公民館などで開かれました。
　作品展示には、一般の人や園児、児童、生徒から絵
画や書道などの作品約1,100点が出品されたほか、同
公民館では、同好会によりお茶が振る舞われました。
また、28日は、松尾中体育館で21団体による歌謡や踊
りの発表も行われ、来場者は芸術の秋を楽しみました。
　なお、演劇発表「父との夏」は12月２日、安代小体育
館で行われます。 多くの芸術作品の鑑賞に話が弾みました

バンクーバーパラリンピック日本代表・
横澤高徳さんが市ＰＴＡ研修会で講
演（９月 29 日、松尾地区公民館）
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祭壇に献花し恒久平和の誓いを新たにしました

つくる楽しさ肌で感じる
八幡平体験工房まつり

　八幡平体験工房まつりが10月20、21の両日、大更公
民館などで開かれました。
　まつりでは、大更地区と安代地区にそれぞれ体験工
房が準備され、来場した人は、そば打ちや小物づくり
などを楽しみました。ものづくりを通して、互いに交
流を深める姿も見られ、普段できない体験に皆さん満
足そうな表情を浮かべていました。また、田山の恵み
軽トラ市も同期間中に行われ、売り切れの品が出るな
ど、多くの人が市を訪れた２日間となりました。

平和を次世代にもつなぐ
市戦没者追悼式

　市戦没者追悼式が10月17日、西根地区市民センター
大ホールで行われました。
　式には、遺族ら約210人が参列。先の大戦などで戦
死した837人の冥福を祈りながら、全員で黙とうを
行った後、田村市長が式辞を、市遺族連合会の髙橋清
志副会長らが哀悼の言葉を述べました。参列者は、戦
争で亡くした家族らをしのんで、白い菊を祭壇に献花
し、手を合わせながら、恒久平和の誓いを新たにしま
した。

慣れない踊りにも挑戦し交流を深め合いました

ひとつひとつの作業に真剣に取り組んでいました

互いの文化学び合う交流
タマサート大学生ホームステイ

　タイ国・タマサート大学生ら14人が10月19日から
28日まで、市内でホームステイを行いながら、日本の
文化を体験、学習しました。
　滞在中は、ホストファミリーと交流したほか、市内
の保育園や学校を訪問し、子どもたちとの触れ合いな
どを体験しました。23日は、日タイ文化交流会が開か
れ、両国の芸能・食文化を紹介し合いました。会の終
盤では、学生と出席者が混じって、さんさ踊りやタイ
ダンスを共に楽しく踊りました。

大更保育所の園児が自分で植えたサ
ツマイモの収穫を楽しみました（10
月16日、サラダファーム内）

アンパンマンたちと一緒に交通安全
を学びました（10月20日、アリー
ナまつお）【撮影：小野寺幸子】
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保健のひろば
☎・内線1177　市役所健康福祉課

子育てNEWS
☎・内線1153　市役所児童福祉課

介護のココロ
☎・内線1181　市地域包括支援センター

◆◇◆ 生涯健康教室が始まりました ◆◇◆

　体を動かさないでいると、筋力は年齢以上に
衰え、心臓や肺の働きも弱くなり、より運動し
にくい体になってしまいます。体がスムーズに
動かなくなると、ストレスによる心の問題を引
き起こすこともあります。いつまでも元気で生
き生きとした生活を送るために、元気なうちか
ら運動を習慣づけていきましょう。
　市は、10月から12月にかけて「生涯健康教室」
を開催し、筋力トレーニングや口

こう
腔
くう

体操を行っ
ています。この教室は、健診で運動・口腔・栄
養の低下などの恐れがあると認められた人が対
象です。
　この他にも健康教室などを行っていますの
で、お気軽に市地域包括支援センターにお問い
合わせください。

　
現
在
、
日
本
に
は
糖
尿
病
の
人

が
約
８
９
０
万
人
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
成
人
の
6
人
に
1
人
が
糖
尿

病
と
い
う
数
字
に
な
り
ま
す
。
糖

尿
病
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
、
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
糖
尿
病
と
は

　
す
い
臓
で
作
ら
れ
る
イ
ン
ス
リ

ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
が

少
な
い
こ
と
や
う
ま
く
働
か
な
い

こ
と
で
、
血
糖
値（
血
液
中
の
ブ

ド
ウ
糖
量
）の
高
い
状
態
が
続
く

病
気
で
す
。

　
ブ
ド
ウ
糖
は
、
食
べ
物
や
飲
み

物
を
消
化
し
た
時
に
作
ら
れ
、
血

液
に
よ
っ
て
体
内
に
運
ば
れ
、
筋

肉
や
臓
器
で
処
理
さ
れ
ま
す
。
イ

ン
ス
リ
ン
が
う
ま
く
働
か
な
い
と

筋
肉
や
臓
器
に
取
り
込
ま
れ
ず
、

血
液
中
に
大
量
に
余
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

　
糖
尿
病
の
初
期
は
、
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
放
置
さ

れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
ま

ま
に
す
る
と
、
眼
、
腎
臓
、
神
経

な
ど
の
毛
細
血
管
や
、
脳
や
心
臓

の
血
管
が
も
ろ
く
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

■
糖
尿
病
を
防
ぐ
た
め
に
は

　
糖
尿
病
は
、
運
動
や
食
習
慣
な

ど
に
よ
っ
て
予
防
・
進
行
を
抑
え

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
ず
は
生

活
習
慣
を
振
り
返
り
、
で
き
る
こ

と
か
ら
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
生
活
の
ポ
イ
ン
ト

❶
今
よ
り
10
分
多
く
歩
く
。

❷
日
頃
か
ら
こ
ま
め
に
動
い
て
、

活
動
量
を
増
や
す
。

❸
お
酒
・
た
ば
こ
は
控
え
め
に

❹
１
年
に
１
回
は
健
診
を
受
診

◆
食
事
の
ポ
イ
ン
ト

❶
一
日
三
食
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食

べ
る
…
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
意

識
し
ま
し
ょ
う
。

❷
よ
く
噛
ん
で
、
ゆ
っ
く
り
食
べ

る
…
海
藻
、
き
の
こ
、
野
菜
な
ど

食
物
繊
維
が
豊
富
な
も
の
を
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。

❸
菓
子
類
・
砂
糖
が
多
い
食
品
は

控
え
る
。

❹
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
に
気
を
付
け

る
…
赤
身
の
肉
を
使
っ
た
り
、
脂

身
や
鶏
肉
の
皮
は
取
っ
て
か
ら
調

理
し
ま
し
ょ
う
。

◆◇◆ 休日保育を支援しています ◆◇◆

　市は、休日保育を利用する世帯に利用料の一
部を助成します。
■対象者　仕事などの都合により休日に児童を
保育することが困難で、次の要件を満たす人
❶市内に住民登録があり、居住している。
❷保育所に入所している満３歳以上の子どもを
養育している。
❸前年分の所得税が非課税の世帯
■助成金額　利用券１枚で２，０００円の助成とな
ります。子ども１人につき１カ月２枚とし、申
請した月から３月分までを一括で交付します。
■利用期間　利用券交付日
から３月３１日まで
■休日保育を実施している
施設　森の子保育園、平舘
保育園
　詳しくは、児童福祉課ま
でお問い合わせください。

11
月
14
日
は
世
界
糖
尿
病
デ
ー

楽しく続けられる運動をしましょう
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▼
ど
ん
な
会
社
で
す
か

　
自
動
車
部
品
や
コ
ネ
ク
タ
な
ど
、
ア
ル

ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
で

作
る
鋳
物
）の
製
造
を
し
て
い
ま
す
。
社

員
一
人
一
人
が
整
理
整
頓
、
清
掃
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

を
つ
く
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

▼
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
鋳
造
工
程
全
般
を
担
当
し
て
い
る
ほ

か
、
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
や
付
帯
設
備
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
何
ご
と
に
も
興
味
を
持
ち
、
楽
し
み
な

が
ら
仕
事
が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
プ
レ
ス
機
や
ク
レ
ー
ン
な
ど

を
使
用
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
安
全
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

▼
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は

　
複
雑
な
形
状
や
条
件
の
厳
し
い
製
品
な

ど
を
う
ま
く
鋳
造
で
き
た
時
に
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。

▼
今
後
の
展
望
は

　
鋳
造
技
術
を
磨
い
て
、
お
客
様
に
高
品

質
の
ダ
イ
カ
ス
ト
製
品
を
提
供
し
て
い
き

た
い
で
す
。

紹介者
成型係　村瀬 隆

たかし
 さん

企業人による会社紹介

㈱京
けい

信
しん

  東北事業所

㉞

所在地　松尾寄木12-１-22
資本金　5,000万円
代表者　代表取締役 菊池 宏
設　立　1973年　
　　　　（東北事業所1996年）
従業員数　17人
電話番号　78ー3220
事業内容　コネクタ、自動車
用部品の金属成形（ダイカス
ト）による加工品製造
主な取引先　弘前航空電子工
業㈱、㈱旭工業所、ＳＭＣ㈱、
第一電子工業㈱

西
根
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

No.２２No.２8
　
西
根
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
、
２
年
生
２
人
、
１
年
生
11

人
の
計
13
人
の
女
子
の
み
で
活
動
し
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
す
。

　

昨
年
ま
で
は
、
少
人
数
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、
24
年
度
に
多
く
の
団
員

が
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

練
習
で
の
雰
囲
気
も
よ
り
活
発
に
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
団
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
テ
キ
パ
キ
と
し
た

行
動
と
技
術
向
上
で
、
体
育
館
で
の
乱

打
や
サ
ー
ブ
、
外
の
コ
ー
ト
で
の
試
合
を

意
識
し
た
練
習
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ー
チ
や
地
域
の
人
か
ら
だ
け
で
は

な
く
、
休
日
は
卒
業
し
た
先
輩
も
駆
け

つ
け
、
指
導
を
行
っ
て
く
れ
ま
す
。
活

動
を
支
え
て
く
れ
る
多
く
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
も
、
県
大
会
出
場
を
目
標
に
活

動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

■
活
動
時
間
な
ど

【
時
間
】　

毎
週
水
曜
、
金
曜
日
は
午
後

６
時
か
ら
８
時
ま
で
。
休
日
は
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
、
ま
た
は
午

後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
。

【
場
所
】　

西
根
中
体
育
館
、
ア
リ
ー
ナ

ま
つ
お
な
ど
。

　

詳
し
く
は
、
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
者
・
早
坂
佐
智
子（
☎
７‌

６
・
３
５
３

０
、
西
根
中
学
校
）ま
で
。

団員が増えてこれからの活動に期待がかかります
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います。
■日時　12月1日㈯、午後１時半から
■場所　市立図書館　お話室

　来年の干支「ヘビ」のあみぐるみを作りませんか。
■日時　12月14日㈮、15日㈯、午前10時から
■場所　市立図書館　会議室
■講師　田村和子さん（市立図書館）
■申し込み　12月７日㈮までに市立図書館へ申し
込みください。※詳細はお問い合わせください。

　図書館では、業務の一部民間委託について、公
募型プロポーザル方式により委託業者の選定を
行ってきましたが、この度、委託先を決定しました。
■委託先　
特定非営利活動法人みみずく（理事長　高橋愛子）
■委託業務
窓口業務、書架整理、図書資料の整備など
■委託期間
平成25年４月１日から28年３月３１日まで

◆ドイツ人学者「田山暦」研究で来訪
　ドイツのミュンヘン博物館で日本民俗学を研究
しているインガ・シュトレープさんが、田山暦調
査のため１０月１１日、県立博物館の瀬川修氏ととも
に八幡平市を訪れました。当館に展示している田
山暦・絵心経を見学した後、田山暦の版元である
八幡恵子さん宅を訪れ、版木の調査を行いました。
　実際に版木を見たシュトレープさんは版木一つ
一つを手に取って、「とても感動しました」と語り、
熱心に見入っていました。
　世界的にも暦を絵で表現するというのは珍し
く、日本では判じ絵が流行しましたが、それを応
用して暦にしたのは田山暦だけです。
　彼女はこういった点に興味を持ち、研究を始め
たそうです。日本でもあまり知られていない田山
暦がドイツで研究されていることに驚くととも
に、改めて貴重な文化財なのだということに気付

　10月16日、石川
啄木記念館学芸
員の山本玲子さ
んを講師に迎え、
文学散歩を開催
しました。
　今回の文学散
歩は、「鹿角の啄
木ゆかりの地を訪ねる～錦木塚物語～」と題し、
啄木の詩「鹿角の国を憶う歌」に登場する錦木塚歴
史公園をはじめ、母方ゆかりの常照寺や鹿角市役
所に設置された歌碑などを見学しました。

　図書館では、「クリスマスおはなし会」を開催し
ます。図書館で一緒に楽しく過ごしましょう。
　あみぐるみのプレゼントを用意してお待ちして

一足早いクリスマス会を開きます

かされました。
　対応してくれた八幡恵子さんは、「亡き主人が
ドイツ・ミュンヘンで柔術を教えたことがありま
す。そのドイツからはるばる訪ねてきてくれたこ
とは、何かのご縁でしょうか。これからも日本の
ことをいっぱい勉強してください」と励ましてい
ました。
◆１１月の行事案内
◎市博物館第４回文化財講座
　「古美術資料の取り扱いと梱

こん
包
ぽう

の仕方」
■日時　11月24日㈯、午前10時から11時半まで
■場所　市博物館映像学習室
■申し込み　電話で博物館に申し込みください。

文学散歩を開催しました

錦木塚歴史公園で記念撮影

干
え

支
と

あみぐるみ教室に参加しませんか

図書館業務の一部を民間委託へ

版
木
を
手
に
す
る
イ
ン
ガ
・

シ
ュ
ト
レ
ー
プ
さ
ん（
右
）と

瀬
川
修
氏

16No.161◎2012．11． 8



（９月届け出分）

◎男の子

立花　慧
けい

士
し

（和幸・麻美／豊畑）

中軽米　昊
そら

（貴人・史恵／寄木新田）

齊　　泰
やす

久
ひさ

（陽一・まどか／駅前二区）

須﨑　紫
し

龍
りゅう

（道・有子／東）

◎女の子

伊勢　結
ゆ

衣
い

（純一・珠理／南寄木）

坂本　杏
あん

奈
な

（良平・綾香／帷子）

　工藤　哲　　／苗石田

　岡本　光世　／滝沢村

田村　ミツエ　　80歳　山崎

畠山　種代　　　82歳　上関

中軽米　由雄　　84歳　畑

角舘　アキ　　　97歳　荒屋

青木　サト　　　86歳　寄木新田

伊藤　一光　　　64歳　舘腰

毛鳥　シワ　　　87歳　豊畑

伊藤　盛光　　　69歳　松川

佐々木　資郎　　87歳　温泉郷

佐藤　　由　　　83歳　石名坂

伊藤　モト　　　72歳　下平笠

松村　尚子　　　55歳　松川

渡邊　二三　　　84歳　下町二区

齊藤　義朗　　　61歳　中沢

小笠原　ミヱ　　77歳　下町一区

髙橋　次男　　　80歳　寄木新田

齋藤　安男　　　81歳　畑１区

立花　淳　　　　55歳　両沼

健 や か に

お 幸 せ に

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した
場合だけ載せています。（敬称略）

■人口の動き【９月30日現在　（　）は前月比】 ■交通事故発生件数など　※累計は１月からの合計

地　　区 人 口 世 帯 数
西根地区 17,164（ー８） 6,220（

＋

６）
松尾地区 6,364（ー１） 2,371（

＋

１）
安代地区 5,087（ー５） 1,885（

＋

１）
合　　計 28,615（ー14） 10,476（ ＋ ８）
男　　性 13,785（ー３）
女　　性 14,830（ー11）

出生　　8　 　　  死亡    16
転入　31　　　　転出　 37

項　　目 ９月 累 計
人身事故 ３ ４１
物損事故 ２４ ３９３
負 傷 者 ４ ５１
死 者 １ ３
飲酒運転 ０ 6
火 災 ２ １７
救 急 ９６ ９３２

№ 86

広報クイズ
11 月８日号の問題

２３年度の市の標準財
政規模は？

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎�応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、年齢」を書いて
応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。
紙面づくりの参考にさせていただきます。
◎�応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　☆はがき〒028-7192（住所不要）
　☆ＦＡＸ： 75-0469　
　☆メール： koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（タイトルに「広報クイズ」と入力）
◎応募期限　11月26日㈪　消印有効
◎第85回の正解 リデュース、リユース、リサイクル ◎応募者数　18人 ◎正解者数　17人　
◎当選者　畠山奏美さん（大更）、渡辺幸さん（大更）、工藤勝子さん（大更）、
　　　　　田村万浪さん（平舘）、立柳富子さん（野駄）、小田島トシ子さん（叺田）

（

17



所得税の予定納税 
納付をお忘れなく

　所得税の予定納税（第2期分）の
納付期間は、11月1日㈭から11月
30日㈮までです。最寄りの金融機
関、または所轄の税務署の窓口で
納付してください。
　振替納税を利用している人は、
納期限の11月30日㈮に指定の口座
から自動的に納付されます。
　詳しくは、国税庁ホームページ

（http://www.nta.go.jp）をご覧く
ださい。

白銀の安比高原で 
共に働きませんか

　株式会社岩手ホテル＆リゾート
では、冬季アルバイトを募集します。
■勤務期間　12月中旬から25年3
月まで
■勤務形態　❶フルシーズン勤務　
❷年末年始、土・日・祝日勤務
■応募資格　18歳から55歳くらい
までの人
■募集職種
○安比高原スキー場　
　リフト、除雪、圧雪、ショップ、
レンタル、ゲレンデレストラン、
保育士、インフォメーション、ス
クールインストラクター、スクー
ル受付、従業員食堂ほか
○ホテル安比グランド
　フロント、ウェイター、ウェイ
トレス、駐車場案内、洗い場、調
理補助、自然学校、温泉スタッフ、
アミューズメントほか
■賃金　時給750円から　（高校生
660円＝ゲレンデレストランのみ）
■待遇　寮完備（1日200円）、社員
食堂（1食1,200円）、施設利用割引
有、リフト券無料（損害保険加入者）
■応募方法　電話の上、履歴書を
郵送ください。
■応募先　〒020-8501　盛岡市愛
宕下1-10　㈱岩手ホテル＆リゾー
ト人事部安比高原アルバイト採用
係（☎019-625-2120、電子メール
appi-staff@ihr.co.jp)まで。

林業退職金共済制度の 
退職金請求しましたか

　独立行政法人勤労者退職金共済機
構林業退職金共済事業本部では、林
業の仕事をしていた人で、自身が林
業退職共済制度に加入していたかど
うか分からない人を調べています。
　詳しくは、同本部（☎03-6731-
2887）まで。

お正月道具の展示と 
年末感謝セール開催

　安比塗漆器工房では、お正月道
具を集めた展示と年末感謝セール
を行います。
■期間　11月23日㈷から11月29日
㈭まで（月曜定休日）　※年末感謝
セールは23日㈷から25日㈰まで
■内容　お重、吸い物椀、椿皿、
お椀、お箸など。セール中は工房
商品（作家ものを除く）が2割引き
のほか、アウトレット商品も販売
　詳しくは、安比塗漆器工房（☎
63-1065）まで。

漆器製作の技術や知識 
身に付けてみませんか

　安代漆工技術研究センターでは、
漆器製作技術や知識などを学ぶ研
修生を募集します。研修期間は２
年で、受講は無料です。
■要件・人数　研修後、漆器製造
に従事できる人、若干名
■申込期限　１２月７日㈮必着
■面接日　12月14日㈮
　詳しくは、安代漆工技術研究セ
ンター（☎・内線3910）まで。

アリーナまつおの 
利用団体は出席を

　市体育協会松尾支部では、12月
１日から25年２月末日までのア
リーナまつお利用調整会議を１１月２０
日㈫、午後2時から松尾地区公民
館会議室で行います。利用を予定
している人は、出席をお願いします。
　詳しくは、市体育協会松尾支部

（☎76-3237）まで。
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火災から命守ろう 
秋の火災予防運動

　11月9日㈮から15日㈭までの１
週間は、 「消すまでは　出ない行か
ない　離れない」を統一標語に、秋
の火災予防運動が実施されます。
　八幡平消防署では、防火座談会
や初期消火訓練を随時行っていま
す。開催を希望する人は、問い合
わせください。
　また、「119番の日」に合わせ、盛
岡通信指令室（盛岡中央消防署内）
を一般公開します。
■日時　１１月１０日㈯、１１日㈰、午
前１０時から午後４時まで
　詳しくは、八幡平消防署（☎76-
2119）、松尾出張所（☎74-2119）、ま
たは安代出張所（☎72-2119）まで。

県の最低賃金が改正 
時間額を確認しよう

　県最低賃金が、10月20日㈯から
時間額６５３円に改正されました。
　県内で働くパートタイマー・アル
バイトなどを含む全ての労働者に
適用され、賃金額が６５３円を下回っ
ている場合は、発効日から時間額
６５３円以上となるように賃金額を改
定する必要があります。また、県
最低賃金のほか、産業別最低賃金
が５つ設定されています。
　詳しくは、岩手労働局労働基準
部賃金室（☎019-604-3008）まで。

高齢者・障がい者の 
相談を受け付けます

　岩手弁護士会高齢者障害者支援
センター委員会では、「高齢者・障
がい者なんでも１１０番」を実施しま
す。相談は無料です。
■日時　１１月１５日㈭、午後１時か
ら５時まで
■場所　県福祉総合相談センター
３階（盛岡市本町通三丁目 19-1）
■電話相談　019-625-0110
　 詳しくは、東海林法律事務所
弁護士・東海林利哉（☎019-623-
9511）まで。 名護市交流の翼が復活 

一足早く春を楽しもう
　株式会社日本旅行東北では、第
4回市民ツアー「名護市交流の翼」
を２年ぶりに開催します。
■期日　２５年１月２５日㈮から２８日
㈪まで（３泊４日）
■見学先　名護さくらまつり、美
ら海水族館、摩

ま
文
ぶ

仁
に

の丘、ひめゆ
りの塔、首里城公園
■参加費　105,000円
■定員　先着４５人
■申込期限　１２月２１日㈮
　申し込みは、日本旅行東北盛岡
支店（☎019-624-5826）まで。

県民と県議会との 
意見交換会を開催

　県議会では、意見交換会を開催
します。 事前の申し込みは不要です。
■日時　１１月２０日㈫、午後６時半
から８時半まで
■場所　オガールプラザ２階（紫波
町紫波中央駅前二丁目3-3）
　詳しくは、県議会事務局議事調
査課（☎019-629-6021）まで。

自死遺族のための相談 
わかちあいの会の紹介

　大切な家族などを自死で亡くさ
れた方のための電話相談などを紹
介します。参加は無料です。
◎電話相談（☎ 019-629-9617）
■相談日　祝祭日を除く月曜日か
ら金曜日
■受付時間　午前9時から午後4
時半まで
◎自死遺族交流会「こころサロン」
■日時　原則毎月第2日曜日
※開催日の2日前までに申し込み
■時間　午後1時半から3時10分
まで
■場所　県民情報交流センター
　申し込みは、精神保健福祉セン
ター（☎019-629-9617）まで。
◎自死遺族「わかちあいの会」
■開催日　11月20日㈫、12月18日
㈫、25年1月22日㈫、2月19日㈫、
3月19日㈫　※開催日前日までに
申し込み
■時間　午後5時半から7時まで
■場所　ソーシャルサポートセン
ターもりおか（盛岡市本町通）
　申し込みは、ソーシャルサポー
トセンターもりおか（☎019-652-
8221）まで。

放射能と食に関する 
セミナーの開催決定

　盛岡法人会の市内３支部では、
専門家による放射能と食のセミ
ナーを開催します。参加は無料です。
■日時　１１月１８日㈰、午後２時か
ら３時半まで　※先着100人まで
■場所　西根地区市民センター
　詳しくは、市商工会（☎76-2040、
FAX76-2145）まで。

私立ひなぎく幼稚園で 
新入園児を受け付け中

　私立ひなぎく幼稚園では、平成
25年度の入園児を募集しています。
■募集園児　3歳から5歳児（年度
途中で3歳になった時点で入園可）
■受付日時　12月1日㈯、午前10
時から11時まで
■送迎　希望によりバスで送迎
■預かり保育　午後6時まで（預か
り保育料は無料、夏・冬・春休み
期間はおやつ代1日200円）
■補助　就園奨励費補助のほか、
第3子以降は市が全額補助
　サッカー教室や外国人講師によ
る英語学習も行っています。
　詳しくは、ひなぎく幼稚園（☎
76-5011）まで。

気軽に参加ができる 
介護教室を開きます

　介護老人保健施設岩鷲苑では、
無料で介護教室を開催します。
■日時　11月28日㈬、午後1時半
から2時半まで
■場所　岩鷲苑
■演題　「難しく考えない認知症」
　詳しくは、介護老人保健施設岩
鷲苑（☎ 76-5611）まで。
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平 舘 城
　県内では、約1,500カ所の城館跡が確認されています。古代平安時代の城柵やエミシといわれた
人々が立てこもった高地性防御集落、中世戦国時代の大名や土豪が領地を守るために築いた大規模
な山城や、住民が戦乱の際に自主的に避難するための小規模城館、近世江戸時代の大名が領国を統
治するための象徴となった水掘をたたえ石垣を築いた盛岡城に代表される平山城などさまざまな城
館があります。東北では、「タテ」と呼ぶことが多く、館や楯という字をあてます。その多くは城
主が不明で、古

こ

文
もん

書
じょ

などに書き記されることなく、今に伝わっています。市内では、約30カ所の城
館跡が確認されていますが、城主が伝わっているものは、ほんの一握りです。
　今回、紹介する平舘城は、「館

たて

山
やま

」とも呼ばれ、野駄森（標高397m）から北東方向にのびる丘陵崖
の先端に立地する平山城です。北から東側へ赤川が水堀の様に流れ、その比高は約40mです。西側
の八幡神社裏手から東側の大泉院まで二段の帯

おび

曲
くる

輪
わ

が三方をめぐり、各山頂には掘
ほり

割
わり

や平場が確認
されます。
　城主は、南北朝時代末に土着したと思われる一

いち

戸
のへ

南
なん

部
ぶ

氏の一族である平舘氏です。本拠地の一戸
や鹿角郡、不来方に通ずる交通の要衝に位置する平舘郷には、同族の荒木田氏、堀切氏、寄木氏が、
まわりを固め、岩手郡進出の足掛かりとなる重要な拠点でした。天正年間には、一戸城主の兵部大
輔政連の弟である政包が城主だったとされています。

≪参考文献≫　　・「岩手県中世城館跡分布調査報告書」（1986） 岩手県教育委員会
　　　　　　　　・「日本城郭大系 2」（1980） ㈱新人物往来社
　　　　　　　　・「岩手県管轄地誌」（明治12年発行、2003復刻） 日新印刷㈱
　　　　　　　　・「岩手県史第 3 巻」（1961） 岩手県

―　　一戸南部氏の岩手群進出の拠点　　―　

　田頭小学校稲刈り体験が10月12日、清水畑
京子さん（町組）所有の水田で行われました。
　５、６年の児童４３人は、ことし６月に自分
たちで植えた稲の刈り取りとはせがけを行い
ました。始めは慣れない手つきで作業してい
た子どもたちも、徐々にコツをつかんで、最
後は楽しみながら秋の収穫を体験しました。
脱穀作業も終え、11月２３日㈷には、「道の駅
にしね」で販売も行います。
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佐
々
木
）

今月の表紙 おいしいお米が育ったよ

北から望む城館跡（松尾地区野駄地内）


